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序 章  問題の所在と本書の構成 
第 1 章  中小企業の自立と自律に関する理論的考察―自立型から自律型企業へ― 
第 2 章  独立型中小企業と自立･自律型下請企業の諸特徴 
第 3 章  自立型下請企業のビジネスモデル分析と価格交渉力 
第 4 章  地域中小企業の競争優位の源泉 
第５章  中小企業のイノベーションとＭＯＴ 
第６章  中小企業ネットワークの進化とソーシャル･キャピタル―新たな中小企業ネ
ットワークの台頭とその現代的意義について― 
第７章  グローバル化時代の地域中小企業と産業集積 








































































体的には、A.Afuah や L.Morris のビジネスモデル分析をレビューするとともに、ケースと
























































































































































ているが、ここでのケーススタディは O精機が１社出てくるのみである。第 2 部の中に「自
立型下請企業」と目される企業が出てくるが、第 1 部の中で「自立型下請企業」や「自律
型下請企業」についてもう尐しケーススタディを増やし実証分析を深める必要があったと
思われる。長年にわたる筆者の調査研究の蓄積からするとより多くのケースによる実証的
確認が可能であったと考えられる。 
 第３に、「個」としての中小企業を分析するとしながら、第６章のネットワーク分析で+
は中小企業一般の問題の提示がなされている。「個」としての中小企業ネットワークを取り
扱うのであれば、win－win となるにはどのような組み合わせが求められるかといったこと
や、どの企業がネットワークのリーダーとなり、そのリーダーはどのように決定されるの
かといったマネジメント視点での分析も求められる。連携も含めたネットワーク形態をと
る意義がいかなる点にあるのか上記の点を明確化すればさらにはっきりしたと思われる。 
 以上のように、本論文にはいくつかの課題はあるものの、筆者が大阪府立産業開発研究
所の研究員として長年調査に携わってきた経験や、その後の北九州市立大学において、本
論文のアイデアの源泉ともいうべき「自立化」の調査研究を行ったことが本論文の基礎と
なっている。筆者の積年の調査の中で涵養された問題意識が、兵庫県立大学に移籍してか
ら本研究のテーマである「自立型下請企業」や「自律型下請企業」、さらには「独立型中小
企業」といった進化の過程や内容を示すなど体系だったものにまとめあげた点は、研究者
としての能力を見事に示したともいえる。特に、下請企業の存立に関して、近年ではあま
り研究が多くみられない中で、理論的・実証的・政策的に検討を試みようとしたことは意
欲的な研究といえる。またこれまで中小企業問題を取り上げるときに、対象である中小企
業を「群」として捉えてきた中小企業研究において、「個」としての中小企業の競争戦略を
見るという独自の分析方法を切り開いた点は大いに評価されるべきである。筆者のさらな
る研究発展を期待したい。 
 
6 判定 
 
 本論文の貢献および所定の試験の成績を考慮して、本論文の提出者が博士（経営学）の
学位を授与されるのに十分な資格をもつものと判定する。 
